
新得町手話に関する基本条例研究会

あなたも手話ができます
手話は言語
「ろう者と共に生きる町づくり」

毎週木曜日（第一木曜日を除く）午後7時から町公民館で手話の会が手話講習会を開いています。お気軽にお越しください。

例　文

●あなたの名前はなんですか?
　……… あなた（指をさす）+●名前+●何+●か？

私たちの町には、わかふじ寮を中心に多くの「ろう者」が暮らしています。そのような中で改めて「ろう者と共に生きるまちづくり」を進める決意を込めて、平成２６年３月に

全国で３番目、町村では初めて「手話に関する基本条例」が制定されました。手話は言語です。ろう者にとって手話は母語であり、日本語と同様に大切なコミュニケーション

手段です。言語(ことば)を理解し話すことでお互いを理解できれば、お互いが気兼ねなく地域で暮らすことができ、更なる暮らしやすいまちとして新得町が発展していける

のではないでしょうか。 全ての町民が手話とろう者を理解し、「手話であいさつが出来る手話の町であって欲しい」という気持ちを込めて、本ポスターを作成しました。

●あなたの家はどこですか?
　…あなた（指をさす）+●家+●何+●場所+●か？
●手話が少しできます…●手話+●少し+●できる

●いくらですか？………●お金+●いくつ+●か？

●どうしましたか？……………………●何+●か？

●どこに行くのですか？…●何+●場所+●行く+●か？

●助けてほしい ………………●助ける+●ほしい

●行きました …………………… ●行く+●終わる

●行きたい…………………………●行く+●好き

●行ける………………………… ●行く+●できる

●すみませんが、電話をお願いします
　………●すみません+●電話+●お願いします
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鼻先に置いた右手こぶしを、
開きながら前に出し、おじぎする

④
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す右手を左手の甲にのせ、

1～2回軽くたたく

①
あ
り
が
と
う

⑤
す
み
ま
せ
ん
・
ご
め
ん
な
さ
い 右手親指の先をあごにあて、

伸ばした4指を左右に軽く振る

右手であごを2回なで降ろし
ながら指を閉じる

⑭
嬉
し
い
・
幸
せ

右手こぶしの小指側で
左腕を2回たたく

②
お
疲
れ
様
・
ご
苦
労
様

③
お
大
事
に
・
労
る

左手を胸中央にあて
右手で左手甲をなでる

右手のひらで、右頬を2回
軽くたたく

両手の指先を胸にむけ
交互に、上下に動かす

⑮
楽
し
い

⑯
悲
し
い

つまんだ指を、涙が落ちるように
下へ動かす

⑰
困
る

5指を折り曲げ、上に向けて
振るわせる

⑲
痛
い

⑳
危
な
い

折り曲げた両手の指で
胸をたたく

○
わ
か
る

⑱
助
け
る

⑥
大
丈
夫
・
で
き
る

○
悪
い

○
わ
か
ら
な
い

○
良
い

○（
料
金
が
）高
い

○
好
き
・
欲
し
い

○
嫌
い

○（
料
金
が
）安
い

⑨
新
得

⑩
わ
か
ふ
じ
寮

⑪
や
す
ら
ぎ
荘

⑫
手
話

⑧
名
前

○
そ
う
そ
う
・
同
じ

○
買
う

○
お
金

○
い
く
つ

⑬
通
訳
・
紹
介

○
ち
ょ
う
だ
い
・
く
だ
さ
い

○
時
間
・
時
計

○
食
べ
る

○
家

○
何
・
ど
う
す
る

○
電
話

○
終
わ
る

○
休
み
・
休
日

○
場
所

⑦
誰

○
呼
ぶ

または

○
少
し

○
仕
事
・
作
業

○
〜
か
？
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右手指先で右胸脇を
2回払い上げる

右こぶしを鼻先に置いて
前に出す

曲げた右手の指先を
左胸にあててから右胸にあてる

右手4本の指先で前後へ2回
頭をかくしぐさ

左手の親指を立て
右手で2回、軽くたたく

胸をなで降ろす、1～2回
鼻先をかすめるように
右手人差し指を振り降ろす

ノドをつまむようにして
前に出す

右手2指の輪（お金）を
手前に引き寄せる

折り曲げた右手2指の指先を
胸にあてる

右手2指で輪をつくり、
左手の平から上げる

右手2指で輪をつくり、
左手の平に下げる

パッとひらいて カギ型にした右手人差し指を
左手の平に置いて引き寄せる

右手の平をひたいにあて、
右へ動かす

左手の平から、開いた右手を
半回転させながら降ろす

右手2指の輪を左胸にあてる

両手2指を上にむけ
同時に開閉する

右手で招き寄せる

左手の平から、右手2指を
2回、口へ運ぶ

両手の平を上に向け、指先を
向き合わせてゆっくり降ろす

右手一差し指を
胸の前で振る

左手の平のうえに、
右手の平を2回打ちつける

右手親指を左手首につけ
伸ばした人差し指を半回転する

右親指を口元で往復させる

右手の平を差しだす

右手5指を折り曲げ、
下にむけて軽く降ろす

右手2指ですきまを作る

左手拳の親指側を
右手拳の小指側で2回たたく

左手の平を立てて
右手親指をあてる

人差し指を向かい合わせて
交互に回す

右手の指を順に折る右手でつくった輪を
左手の平から前に出す

右手2指を伸ばし、親指を耳に
小指をあごにあてる

○
メ
ー
ル

46

右手の指文字「め」形を
前後に往復させる

右手指の背を、ほおにあて
こするように2回前へうごかす

上に向けて開いた両手を
同時に下ろしながら5指を閉じる

水平にした両手を引きよせ
親指側をつけ合わせる

自分にむけた右人差し指を
前にむける

家のかたちをつくる

甲を前に向けて立てた右手の人差指を
右斜め前から手前に引き寄せる

濁
音
例 

ぎ

「き」を横に移動させる

半
濁
音
例 

ぽ
「ほ」を上に移動させる

促
音
例 

小
さ
い「
っ
」

長
　
音

「つ」を後ろに引く

拗
音
例 

小
さ
い「
ゃ
」

「や」を後ろに引く

※指文字のイラストは相手から見た向きです。

人差し指で「ー」と空書きする

家のかたちをつくる 家のかたちをつくる


